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本プログラムの目的と方向性・優位性・将来展望 1

北⼤の教育資源とのリンク
北⼤の社会連携とのリンク
第３期中期計画・目標とのリンク

平成２９年度北⼤『数理・データサイエン
ス教育研究センター』の設置
『人材育成本部』の活動
『産業創出講座』の仕組み

本学で実施する優位性

●学士・修士・博士のシームレスなプログラムの確⽴による北⽇本のDS＊教育拠点の形成
● ２１世紀の新たなリベラルアーツ教育モデルとしてのDS教育の展開

情報・コミュニケーション・サステナビリティのリテラシー強化の一環
●北⽇本におけるSociety 5.0産官学連携ネットワークの促進

地域創生に貢献する社会・情報インフラ整備たるDSハブ人材ネットワーキングの創出
●専門⼒・展開⼒・突破⼒ある⾼度データ関連研究者・実務家のキャリア形成支援

目的と方向性

地域経済の情報化の促進
地方からのイノベーション創出への支援

日本経済の活性化への貢献

将来展望
突破⼒

専門⼒
展開⼒

を持つ
⾼度データ関連人材ネットワーク

＊ DSは、データサイエンスの略

➡ 本学の産学連携人材育成基盤「北⼤モデル」を本事業で実践する
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育成する人材像とその
人材育成基盤『北⼤モデル』

2
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3育成する人材像と産学官連携型人材育成基盤『北⼤モデル』

企業等
建設業 鉄道業

道路交通業

電気エネルギー業

成果

共同研究
プロジェクト

通信 修士学生

修士学生

修士学生

修士学生

社会政策論
情報

土木工学
問題の所在を明示

戦略
Vision

知識・技術

持続可能な社会連携の形態

研究領域横断型の産学連携

■ 共同研究を通した教育プログラム
➡ 外部資⾦による実践的教育
➡ 学生を雇用する新型共同研究

■企業人と大学人の協働
➡ 学び直しの機会

（最先端研究に触れ・学ぶ）
➡「問題解決と人材育成」が

共同研究を継続

産業界･自治体が
積極的に連携する

実践型の人材育成基盤
報告

一般的な共同研究

博士学生等

教員等

育成する人材像

問題の所在の明確化から解決方策
のデザインまでを可能とする

デザイン⼒を有する人材

人材育成基盤『北⼤モデル』

解決に必要な専門分野の組み合わせのデザイン 多様な分野の研究者や企業人と連携した実社会の問題解決

⾼度データ関連人材
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『北⼤モデル』の実装 インフラ維持管理産業 4

 過酷な積雪・寒冷環境によるインフラの急速な劣化

活躍フィールド『インフラ維持管理』

北⼤で⾏う地理的な優位性

で実現
 多様な分野の⼤学院が集結可能な環境
 広範な分野の企業・機関の参画実績

北⼤における体制確保の優位性

複合劣化 ➡ 北海道固有

➡ 他に⾒られない土木情報系の
若⼿人材のクラスタ

➡ 産業創出講座 ➡ 他大学との連携実績

⾼度経済成⻑期に建設した多数の構造物の⽼朽化が一⻫に進⾏
今後急速な維持管理の業務コスト増加
維持管理の現場/⼯学知⾒を持つ技術者が減少

社会背景

第一のコンソーシアム『次世代スマートインフラ管理人材育成』
北大モデルの実現に向けた

(*1) 内閣府 2030年展望と改⾰ タスクフォース報告書 (3-8:インフラの⽼朽化) http://www5.cao.go.jp/Keizai-shimon/kaigi/special/2030tf/report/reference.pdf
(*2) 国⼟交通省 社会資本の⽼朽化対策情報 将来推計 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/02research/02_01_01.html
(*3) 国⼟交通省 市町村における持続的な社会資本メンテナンス体制の確⽴を目指してhttp://www.mlit.go.jp/common/001080915.pdf

維持管理･更新費の国の推計規模(*2)
2013年: 約3.6兆円
2033年: 約4.6〜5.5兆円 ➡ ２兆円増

市町村における⼟木部門職員数の減少(*3)
1996年: 約124,685人
2013年: 約91,494人 ➡ ２7%減

圧倒的なデータ量 例: 道路点検記録1.5億レコード、画像1.28TByte, 地下鉄路線200kmの壁面画像 等

積雪 結氷 凍上 凍結 融雪水 塩分

建設後50年を超える橋梁数(*1)
2023年: 40％(約28万橋)
2033年: 65％(約45万橋) ➡ 25%増
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コンソーシアムの構成︓役割
明確な役割分担に基づくコンソーシアム協働体制

5

次世代スマートインフラ管理人材創出コンソーシアム

インフラ管理企業

東北大学
東京大学

地方公共団体

IT企業/新事業等

北大院
公共政策大学院

北大院
情報科学研究科

北大院
工学研究院

数理･データサイエンス
教育研究センター(MDSセンター)

博士人材等
 データ・現場の提供
 輩出人材の活躍の場

 成果の展開

 システムや技術の提供
 新規事業

教育･研究機関
 DS専門技術提供
 地域実装、自治体連携
 政策、社会創出
 国際共同研修

 コンソーシアム運営
 リエゾンオフィス 等

インフラ維持管理分野に必須な機関による
実践的な人材育成

輩出人材同士の協働を支援
する人的ネットワーク構築

活躍促進

企業・学生参画の
ガイドラインの整備

制度設計

共同研究型データ関連PBL
よる実践的デザイン力養成

産学連携
PBL

コンソーシアムにより実現する
本事業の３つの要素
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本事業全体の⾏動計画と目標（H30〜R7） 6

活
躍
促
進

制
度
設
計

産
学
連
携P

B
L

本事業の目標

新たな融合分野での
成功事例を構築

博士学生が⺠間企業
との共同研究等に

参画する仕組みの構築

データ関連博士等人材の輩出

輩出人材同士の協働による
社会活躍を支援

⾏動計画
⾏動計画①学生の積極的な参画を

促す機能の構築
博士学生を雇用し、共同研究メン

バとして実践型プロジェクトに参画
企業等共同研究と博士学生との

マッチングをコンソーシアムで支援

⾏動計画③学生参画時の
ガイドラインの整備

学生が創出する職務発明等の
取扱、守秘

⾏動計画②企業の積極的な参画を
促す機能の構築

企業人が⼤学で活動する
クロスアポイントメント実施の検討

⾏動計画④コンソーシアムの
持続可能な体制

 リエゾンオフィスによる創出人材
活躍支援

 明確な出⼝戦略に基づくプロジェク
トの実⾏による確実な財源確保
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人材育成プログラム 7

２．実践的デザイン⼒養成プログラム
１から選抜したテーマに関し、企業等の課
題に対し、問題の所在の明確化から解決
方策のデザインまでを主導的に実施
研究成果の社会展開へのアイデアや、新しい社

会のデザインに挑戦
超スマート社会の産業創出を支えるデザイン⼒

 選抜 [1の受講者から
上位者10〜20％程度を選抜]

DSの活用を求める
博士研究等を
テーマとするPBL

研究提案の公募
学生による企画提案型PBL

学生指導教員

DSの応用を求める
企業や地方公共団体から
提供される課題の解決を
テーマとするPBL
課題に対する企画提案型PBL
教育に必要な経費を支援

社会人

企業等

１．共同研究型データ関連PBLプログラム

数理･データサイエンス教育研究センター(MDSセンター)
学生からの提案書を審査 ✔企業からの提供課題の募集 ✔DS指導教員のマッチング

DSを専門とする指導教員

学際的な産学連携PBLに基づいた選抜と実践的なデザイン⼒の養成
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事業活動
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平成30年度 事業活動 9
2018年10月２日 ⽂部科学省 データ関連人材育成プログラム 採択
2018年10月11日 研修プログラム実施検討開始 [研修]
2018年10月18日 北海道⼤学 データ関連人材育成プログラム プレスリリース [広報]
2018年10月19日 土木学会 構造工学のためのAI活用研究小委員会 事業紹介 [広報]
2018年10月26日 第31回８⼤学情報系研究科⻑会議 登壇 [広報]
2018年10月27日 東北⼤学⼤学院 データ科学国際共同⼤学院 意⾒交換 [推進]
2018年11月6日 研修プログラム(PBL)募集・実施着手 [研修]
2018年11月29日〜30日 滋賀⼤学データサイエンスフォーラム2018 登壇（滋賀） [広報]
2018年12月12日 運営協議会 開催（数理･データサイエンス教育研究センター 運営委員会）[運営]
2018年12月20日 東京⼤学 社会連携講座 インフライノベーション研究会 登壇 [広報/推進]
2019年1月8日 東北⼤学⼤学院 データ科学国際共同⼤学院 研修プログラム⾒学 [推進]
2019年1月9日 東北⼤学⼤学院工学研究科 インフラマネジメントセンター 意⾒交換 [推進]
2019年2月5日 北海道⼤学 ALP(Ambitious Leader’s Program)セミナー 「データサイエンスを始めよう」 開催 [研修]

（北海道⼤学 数理･データサイエンス教育研究センター D-DRIVE共催）
2019年2月19日 北海道⼤学 データサイエンス公開シンポジウム開催 [研修/広報]
2019年2月19日 ⽂部科学省データ関連人材育成事業（D-DRIVE）セッション開催 [研修/広報]
2019年2月19日 全学･産･官･地域連携による実践的データサイエンス教育 情報交換会開催 [研修]

-企業の参画で実現する創造人材育成基盤の構築-
2019年2日21日 ライフイノベーション研究拠点支援事業キックオフシンポジウム（⼤阪） [広報]
2019年2月27日 運営協議会 開催（数理･データサイエンス教育研究センター 運営委員会・持ち回り開催）[運営] 
2019年3月4日〜3月8日 北海道⼤学 情報科学研究科産業技術フォーラム 開催 [研修]

（北海道⼤学 数理･データサイエンス教育研究センター D-DRIVE共催）
2019年3月10日 「第13回日本統計学会春季集会」 登壇 [広報]
2019年3月12日 運営協議会 開催（数理･データサイエンス教育研究センター 運営委員会）[運営]
2019年3月20日 コンソーシアム活動検討(東京⼤学 社会連携講座) [推進]
2019年3月20日 電子情報通信学会 「IoT/AI を活用したスマートメンテナンス」 登壇 [広報]

（土木学会-情報処理学会-電子情報通信学会合同特別企画）
2019年3月20日 SIP インフラ維持管理へのAI技術適用のための調査研究報告書 部分執筆 [広報]
2019年3月26日 経済産業省「数理資本主義の時代〜数学パワーが世界を変える〜」 部分執筆 [広報]
2019年3月27日 コンソーシアム設⽴準備会 開催（コンソーシアム始動） [推進/運営]
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補⾜資料
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【参考】北海道⼤学 データサイエンス公開シンポジウムを開催 11

 データサイエンス公開シンポジウム
 開催⽇時・場所︓2月19⽇(火)・北海道⼤学⼯学部
 シンポジウムのセッション構成
 セッション①︓「データサイエンス教育研究の取組み」
– ⻑⾕⼭ 美紀 センター⻑をはじめとする当センターの教員３名から，本学における
データサイエンス教育・人材育成について概要説明。

 セッション②︓⽂部科学省データ関連人材育成事業（D-DRIVE）セッション
– 東京大学 ⽯川特任教授を座⻑に迎え，⽂部科学省データ関連人材育成事
業（D-DRIVE）セッションを開催した。

 特別招待講演︓
– 工学部オープンホールにて，宮城大学の川上 伸昭 学⻑による招待特別講演が
⾏われ，⽂部科学省等で関連職を歴任された川上学⻑による政策の経緯説明
と今後の展望が語られた。

 コンソーシアム教育用DB分科会セッション
– 数理・データサイエンス教育強化コンソーシアム６大学より、分科会委員が出席。
北海道大学が主査を務めるデータサイエンス教育用データベース分科会、カリキュ
ラム分科会、教材分科会が登壇し、各分科会からの意⾒や、各大学での事例や
課題を交えながら、教育用データの選定や整理⽅法などについて討論。終わりに
，⽂部科学省⾼等教育局専門教育課から，AI戦略の策定に向けた政府の動
向等について紹介された。

 出席者
 160名以上（全国の⼤学や企業，自治体等より）

⻑⾕⼭センター⻑

宮城⼤学⻑ 川上先生

DB分科会セッションの様子

学部・修士・博士の数理・データサイエンス教育・人材育成に関するシンポジウム
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【参考】⽂部科学省 データ関連人材育成事業D-DRIVEセッションの実施 12

 ⽂部科学省 データ関連人材育成事業D-DRIVEセッション
東京大学 ⽯川特任教授を座⻑に迎え，⽂部科学省データ関連人材育成事業（D-DRIVE）セッションを開催。⽂
部科学省科学技術・学術政策局人材政策課 楠目様から冒頭で話題提供があり，次いで産官学連携による人材育
成基盤として本学が協⼒を得る㈱⽇⽴製作所、東⽇本⾼速道路㈱、東京地下鉄㈱の３者からのご講演いただいた
後，パネルディスカッションが⾏われ，産学連携によるデータ関連の人材育成について幅広い議論が交わされた。
 ⽇時・場所︓平成３１年２月１９⽇（火）10:30-12:00・北海道⼤学⼯学部 B１１講義室
 セッション進⾏
 ＜第⼀部︓ご講演＞

– 冒頭話題提供︓ データ関連人材育成プログラム（D-DRIVE） について
楠目 聖（⽂部科学省科学技術・学術政策局人材政策課人材政策推進室 室⻑）

– 真の地域産学連携を目指して －北海道⼤学COI『食と健康の達人』⽇⽴北⼤ラボ－
吉野 正則（㈱⽇⽴製作所基礎研究ｾﾝﾀｰ ｼﾆｱﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ/北海道⼤学COI『食と健康の達人』拠点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ）

– ⾼速道路におけるSMH の取組 －データに基づく意思決定プロセスの確⽴へ－
水⼝ 和之（NEXCO 東⽇本 本社 建設技術本部 技術・環境部⻑）

– 東京メトロにおける土木構造物の保守 －トンネル維持管理でのデータ活⽤の取組－
今泉 直也 （東京地下鉄株式会社 鉄道本部 ⼯務部）

 ＜第⼆部︓パネルディスカッション＞
– 石川 雄章（東京⼤学）
– 吉野 正則（(株)⽇⽴製作所/北海道⼤学）
– 水⼝ 和之（東⽇本⾼速道路(株)）
– 今泉 直也（東京地下鉄(株)）

 出席者
 130名以上（130人収容講義室にて満席・⽴⾒）

「次世代スマートインフラ管理コンソーシアム」参画企業・⼤学が登壇
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 情報科学研究科産業技術フォーラム2019

【参考】情報科学研究科産業技術フォーラム2019の開催 13

 開催⽇時︓2019年3月４⽇（月）〜３月８⽇（⾦）
 開催場所︓北海道⼤学 情報科学研究科棟
 共催︓数理･データサイエンス教育研究センター D-DRIVE
 概要︓
 本学 数理・データサイエンス教育研究センター D-DRIVE事業の一環として

、3月4〜8⽇の5⽇間、博士課程等の学生と産業界との交流の機会とな
る「産業技術フォーラム2019」を開催した（情報科学研究科進学・就職
支援室が主催）。

 130社程度の企業が参加しており、参加企業を対象に、データサイエンスに
よる人材育成に関してアンケート調査を実施した。

 参加学生
 ⼯学部情報エレクトロニクス学科3年生約200名
 ⼤学院情報科学研究科修士1年生約200名
 博士後期課程2年生約40名
 参加企業数
 130社
 アンケート回答企業者数
 70名

博士等人材と産業界との交流の場を提供するフォーラムを実施
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【参考】情報科学研究科産業技術フォーラム2019の開催︓アンケート調査状況の⼀例 14

 Q．会社の事業として、データサイエンススキル
が要求される課題がありますか︖

➡企業内の事業において、データサイエンス
スキルが求められる課題が「有る」とした
回答の割合は90％。
多くの企業で、データサイエンススキルが
必要とされている業務が有ると言える。

 Q．産・官・学・地域連携による人材育成に
ついて、該当するものを全て選択してください。  社内でのデータサイエンススキルが求められる、または

役に⽴つ部署や業務について教えてください。(自由⽂回答)
＜回答一覧＞
 全部署/業務において必要 [11]
 開発部門(システム等) [4]
 情報システム部 [3]
 経営企画部 [2]
 不明 [2]
 生産管理
 技術部門
 財務部門
 企画部門
 デジタル事業企画部
 データを管理する部署
 技術イノベーション推進本部
 ビッグデータ解析について教師あり学習を実践する部署がある
 ビッグデータ解析やAI診断など
 機器の状態診断・システムの稼働監視等
 受託分析データ(スペクトルや画像データ)の解析・営業モデル構築など
 異常予兆検知(各種プラントの)
 輸送体系の検討、イールドマネジメント等に携わる部署
 ITに関する場所にデータ活⽤を検討する業務がある
 渋滞回避や故障(整備)予告、先進安全やコネクテッド等の業務

※[ ]内は、同様な回答の件数
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 本学同窓会機能との連携
 データ関連人材の社会での活躍のためには、専門の異なる者同士のネットワーキングが必要である。
 本学では、北楡会や⾚い糸会などの同窓会機能がある。

社会における活躍促進の支援 15

北楡会活動の様子
https://www.ist.hokudai.ac.jp/hokuyu-kai

北楡会︓北⼤⼯学部情報エレクトロニクス学科および
、北⼤⼤学院情報科学研究科に関連する学科（旧
電気、電⼦、情報、生体系の各学科）を卒業、修了
した方を会員とする同窓会

⾚い糸会＆緑の会活動の様子
出典: http://www2.synfoster.hokudai.ac.jp

⾚い糸会＆緑の会︓⼤学院博士後期課程学生
(DC) および博士研究員(PD)等の若⼿研究者と企
業の方々との直接交流の場

開催イベント名 開催⽇
第39回赤い糸会＆緑の会・札幌 H31年 9月18⽇(水)
第40回赤い糸会＆緑の会・札幌 H31年10月29⽇(火)
第41回赤い糸会＆緑の会・札幌 H31年11月29⽇(⾦)
第42回赤い糸会＆緑の会・東京 H32年 1月 29⽇(水)

⾚い糸会＆緑の会 H31年度活動予定
北楡会 H31年度活動予定

開催イベント名 開催⽇
北楡会総会・懇親会 例年 11月頃
北海道⼤学ホームカミングデー 例年 9月頃

輩出人材同士の協働を支援する人的ネットワーク構築活躍促進
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 データ確保活動（１）

コンソーシアム活動において活用可能なデータの確保 16
土木インフラデータだけでなく様々なデータの確保を推進

– 提供データの例
» 断⾯交通量データ
» 災害時の通⾏実績データ
» 混雑統計レポートサービス
» GOOD-3D 空中写真
» 航空写真 航空レーザーデータ

など多数

 社会基盤情報流通推進協議会との連携によるデータ確保
 ⼀般社団法人 社会基盤情報流通推進協議会との連携を検討し

、活用可能なデータ確保を推進。
 提供データ︓33,565ファイル、4738種類

（G空間情報センター162機関から提供）
– 提供データカテゴリの例

» 国⼟・気象 (90)、司法・安全・環境 (80)、教育・⽂化・スポーツ・生
活 (39)、社会保障・衛生 (25)、住宅・⼟地・建設 (24)、人口・世
帯 (18)、運輸・観光 (16)、情報通信・科学技術 (10)、企業・家
計・経済 (9)、農林水産業 (7)、⾏財政 (7)、商業・サービス業
(5)、エネルギー・水 (4)、その他 (2)

G空間情報センターWebページより
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 データ確保活動（２）
 オープンデータよりデータサイエンス教育に活用可能なデータを取得・整理
 全国６⼤学 データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムで、北海道⼤学が主査を務める 教育用DB分科会の活動として収集

 教育用データ提供システムの開発
 Open data形式でのデータ提供が可能な

「データ提供システム」を独自に開発
＜主な機能＞
 データ共有・参照機能(ポータルサイト機能)
 各データの種類/分野等のタグを付与する機能
 利用実績をログとして記録する機能
 利用実績を活用する機能(データ検索等)

コンソーシアム活動において活用可能なデータの確保 17
土木インフラデータだけでなく様々なデータの確保を推進

教育用データ提供システムの画面イメージ（開発中画面）

# データ名 有料/無料 提供団体等 提供国 概要

21 NEXRAD on AWS 無料 Amazon 米 次期世代気象レーダーのセンサーデータ

22 自動運転システムに関する映像データ 無料
JSAE-SICE自動車制御とモデル研究専
門委員会

日本
自動運転システムにおける交通参加者行動の予測問題に関す
る映像データ

23 Investing 無料 Investing.com 英 国際金融市場関連のニュース、分析、技術データ

24 CMU Graphics Lab Motion Capture 
Database 無料 CMU (Carnegie Mellon University) 米 光学式モーションキャプチャで計測した身体運動のデータセット

25 the KIT Whole-Body Human Motion 
Database 無料 KIT 独

光学式モーションキャプチャで計測した身体運動とラベルの
データセット

26 教育用標準データセット 無料 独立行政法人 統計センター 日本 e-Statに収録されている市区町村データ

27 地震データ 無料 文部科学省研究開発局地震・防災研究課 日本 地震本部や関係機関が保有・公開するデータ

# データ名 有料/無料 提供団体等 提供国 概要

11 livedoor ニュースコーパス 無料 NHN Japan株式会社 日本 9 カテゴリのニュース記事

12 Reuters Corpora 無料 無料
The National Institute of Standards and 
Technology (NIST) 米 英語のニュース記事

13 日本古典籍データセット 無料 人文学オープンデータ共同利用センター 日本 古典籍画像データ

14 UME-ERJ 無料 文部科学省 日本 日本人学生による読み上げ英語音声データベース

15 UME-JRF 無料 文部科学省 日本 留学生による読み上げ日本語音声データベース

16 STL-10 dataset 無料 URLAdam Coates（スタンフォード大学） 米 10種類のカテゴリに分類されたカラー画像データ

17 CIFAR-10 無料 Krizhevsky（トロント大学） カナダ 10種類のカテゴリに分類されたカラー画像データ

18 MNIST 無料 Yann LeCun（ニューヨーク大学） 米 0から9までの手書きで書かれた数字の画像データ

19 Yahoo!知恵袋データセット 無料 ヤフー（株）, NII 日本 「Yahoo!知恵袋」の解決済みとなった質問と回答

20 Landsat on AWS 無料 Amazon 米 ランドサット 8 号衛星により作成中の地球全土の衛星画像データ

# データ名 有料/無料 提供団体等 提供国 概要

1 旅客地域流動統計 無料 国土交通省 日本 都道府県間の旅客移動人数の移動手段毎に集計した統計データ

2 人口総数：総務省『国勢調査』 無料 総務省 日本 市区町村別の人口総数を時系列で整理したCSVファイル

3 男女別人口及び世帯数 無料 総務省 日本 全国の市町村、丁・字毎の、男女別人数、世帯数のデータ

4 全産業活動指数 時系列データ 無料 経済産業省 日本 全産業活動指数は全産業の生産活動状況を供給面から捉えることを目的とするデータ

5 2000年世界農林業センサス報告書 無料 農林水産省 日本 林業事業体調査、林業サービス事業体等調査及び林業地域調査結果

6 平成27年産野菜生産出荷統計 無料 農林水産省 日本 野菜の作付面積、収穫量、出荷量等の現状とその動向

7 海外在留邦人数調査統計 無料 外務省 日本 平成28年10月現在の海外在留邦人数及び進出日系企業数の統計

8 人口動態調査_人口動態統計 無料 厚生労働省 日本 各都道府県の人口動態に関する、出生、死亡、婚姻、離婚等の件数データ

9 国民生活基礎調査 無料 厚生労働省 日本 世帯数と世帯人員の状況、各種世帯の所得等の状況、世帯員の健康状況、介護の状況等

10 気象庁過去の気象データ 無料 気象庁 日本 地点ごとの気温・降水量・日照時間・積雪・降雪・風・湿度・気圧・天気

全データに属性を付与し整理
• データ名
• 有料/無料
• 提供団体等
• 提供国
• 概要
• 分野(学問分野,産業分野)
• DSカリキュラムスキルセット

• URL等
• データ種類
• 対象地域
• データ規模

データサイエンス教育用データ27件
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DSラーニング・コモンズ（DS Learning Commons） 18
数理・データサイエンスセンターに「DSラーニング・コモンズ」を設置

DSラーニングコモンズを活用したMDSCセミナー
「統計学速成コース」の様子

DSラーニング・コモンズ
学際的なデータサイエンス

教育実践のための場

➡⽂理問わず，学際的なデータサイエンス教育を実践するための場

・⺠間企業からの参加(コンソーシアム
参加・協働事業推進等)も受付け

・深層学習向けに利用可能な
ワークステーション・データサーバ等を整備
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Contact Information

北海道大学 数理・データサイエンス教育研究センター
センター⻑ ⻑⾕⼭ 美紀

無断転載禁止
Copyright © 2019 数理・データサイエンス教育研究センター



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


